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低
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
レ
ベ

ル
と
な
っ
て
い
る
２
階
を
主
入
口
・
救
急

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
お
り
、
複
雑
な
病
院

出
入
り
動
線
を
見
事
に
解
決
し
て
い
る
。

　
外
来
患
者
が
利
用
す
る
部
門
は
２
階
、

管
理
・
重
症
病
室
・
手
術
と
関
連
部
門
は

３
階
に
配
し
、
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
巧
み
に

完
結
さ
せ
て
い
る
。

　
４・
５
階
の
病
棟
は
、
旧
病
院
で
は
高

層
階
か
つ
細
長
い
“
よ
く
あ
る
”
形
状
で

あ
っ
た
が
、
新
病
院
は
放
射
状
に
広
が
る

ワ
ン
フ
ロ
ア
４
看
護
単
位
に
し
て
い
る
こ

と
を
始
め
、
い
か
に
も
機
能
的
で
あ
る
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
食
堂
の
入
る

６
階
は
病
棟
ウ
イ
ン
グ
か
ら
後
退
さ
せ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
外
か
ら
は
一
見
地
上
４

階
建
て
に
も
見
え
、「
ど
っ
し
り
」
し
た
安

定
感
が
あ
る
の
も
好
印
象
を
覚
え
る
。

将
来
を
見
据
え
た
外
来
の
取
り
組
み

熟
考
さ
れ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
リ
ン
グ

　
本
院
建
物
の
特
長
の
１
つ
は
２
階
の

「
１
フ
ロ
ア
外
来
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
外

来
診
療
機
能
を
集
約
さ
せ
る
た
め
に
、「
患

者
案
内
」
に
つ
い
て
は
関
係
者
が
Ｗ
Ｇ
で

議
論
を
重
ね
、
診
察
・
検
査
受
付
は
全
て

通
し
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
示
と
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
外
来
診
察
室
は
、
Ｃ
ブ

ロ
ッ
ク
：
40
～
、
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
：
60
～
と

い
う
具
合
に
、
診
察
室
番
号
が
通
し
で
付

け
ら
れ
て
お
り
、
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
の
採

用
に
加
え
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
診
察
室
と
も
固

有
名
詞
表
示
は
せ
ず
に
将
来
の
変
更
対
応

を
考
慮
し
て
い
る
。
こ
れ
も
新
し
い
考
え

曳
野
市
は
大
阪
府
の
南
河
内
地
域
に

位
置
し
、
応
神
天
皇
陵
古
墳
の
他
、

古
代
史
跡
の
多
い
地
と
し
て
も
広
く
知
ら

れ
る
。
市
内
そ
こ
か
し
こ
に
溜
め
池
が
あ

り
、
古
く
か
ら
地
域
の
農
業
や
防
災
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
大
阪
府
立

病
院
機
構
大
阪
は
び
き
の
医
療
セ
ン
タ
ー

の
敷
地
は
、
そ
の
溜
め
池
の
ひ
と
つ
で
あ

る
石
曳
池
に
面
し
て
お
り
、
こ
の
独
特
な

環
境
を
生
か
し
た
敷
地
内
で
の
新
築
移
転

計
画
が
実
施
さ
れ
、
昨
年
５
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。

「
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
病
院
」
と
し
て
、
南
河
内
地
域

の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
総
合
的
拠
点
病

院
を
目
指
し
て
の
出
発
と
謳
っ
て
い
る
だ

け
に
、
確
か
に
機
器
・
設
備
だ
け
で
も
納

得
さ
せ
ら
れ
る
充
実
ぶ
り
で
あ
る
。
旧
病

院
で
は
運
用
的
に
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う

最
新
鋭
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
等
、
高
度
専
門
医
療
に
必

須
の
イ
ン
フ
ラ
は
当
然
の
よ
う
に
あ
る
。

１
階
分
の
高
低
差
を
逆
手
に
と
る

池
に
面
し
た
環
境
の
積
極
活
用

　
さ
て
、
建
築
で
あ
る
。
ま
ず
外
観
だ
が
、

上
下
２
色
に
色
分
け
し
て
シ
ッ
ク
か
つ
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
外
観
は
、
決
し
て
威
圧

的
な
感
じ
を
与
え
て
い
な
い
の
が
い
い
。

　
建
物
の
全
体
構
成
は
、
同
院
の
嚆
矢
で

も
あ
る
45
床
の
結
核
病
棟
を
池
に
面
し
た

一
階
に
配
置
し
、
好
環
境
に
配
慮
し
な
が

ら
サ
ー
ビ
ス
車
両
等
の
出
入
り
口
を
設
け

て
い
る
。
な
お
、
南
北
で
約
１
階
分
の
高

羽

地方独立行政法人大阪府立病院機構　大阪はびきの医療センター　　病院建築最前線

メインエントランスから北方向に突っ切るホスピタルストリート。「はびきのの杜」をコンセプトに曲線を多用した造形に加え、色使いも穏やかである

１階のデイルーム。開口部が極めて大きい窓の外には、
「はびきのガーデン」という名の庭の向こうに石曳池を望むことができる

各ブロック受付はアルファベットとカラーですぐに分かるようにしている。
診察室のフリーアドレス化のため診療科は非表示
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低
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
レ
ベ

ル
と
な
っ
て
い
る
２
階
を
主
入
口
・
救
急

ア
プ
ロ
ー
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と
し
て
お
り
、
複
雑
な
病
院

出
入
り
動
線
を
見
事
に
解
決
し
て
い
る
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外
来
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者
が
利
用
す
る
部
門
は
２
階
、

管
理
・
重
症
病
室
・
手
術
と
関
連
部
門
は

３
階
に
配
し
、
そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
巧
み
に

完
結
さ
せ
て
い
る
。

　
４・
５
階
の
病
棟
は
、
旧
病
院
で
は
高

層
階
か
つ
細
長
い
“
よ
く
あ
る
”
形
状
で

あ
っ
た
が
、
新
病
院
は
放
射
状
に
広
が
る

ワ
ン
フ
ロ
ア
４
看
護
単
位
に
し
て
い
る
こ

と
を
始
め
、
い
か
に
も
機
能
的
で
あ
る
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
食
堂
の
入
る

６
階
は
病
棟
ウ
イ
ン
グ
か
ら
後
退
さ
せ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
外
か
ら
は
一
見
地
上
４

階
建
て
に
も
見
え
、「
ど
っ
し
り
」
し
た
安

定
感
が
あ
る
の
も
好
印
象
を
覚
え
る
。

将
来
を
見
据
え
た
外
来
の
取
り
組
み

熟
考
さ
れ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
リ
ン
グ

　
本
院
建
物
の
特
長
の
１
つ
は
２
階
の

「
１
フ
ロ
ア
外
来
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
外

来
診
療
機
能
を
集
約
さ
せ
る
た
め
に
、「
患

者
案
内
」
に
つ
い
て
は
関
係
者
が
Ｗ
Ｇ
で

議
論
を
重
ね
、
診
察
・
検
査
受
付
は
全
て

通
し
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
示
と
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
外
来
診
察
室
は
、
Ｃ
ブ

ロ
ッ
ク
：
40
～
、
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
：
60
～
と

い
う
具
合
に
、
診
察
室
番
号
が
通
し
で
付

け
ら
れ
て
お
り
、
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
の
採

用
に
加
え
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
診
察
室
と
も
固

有
名
詞
表
示
は
せ
ず
に
将
来
の
変
更
対
応

を
考
慮
し
て
い
る
。
こ
れ
も
新
し
い
考
え

曳
野
市
は
大
阪
府
の
南
河
内
地
域
に

位
置
し
、
応
神
天
皇
陵
古
墳
の
他
、

古
代
史
跡
の
多
い
地
と
し
て
も
広
く
知
ら

れ
る
。
市
内
そ
こ
か
し
こ
に
溜
め
池
が
あ

り
、
古
く
か
ら
地
域
の
農
業
や
防
災
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
大
阪
府
立

病
院
機
構
大
阪
は
び
き
の
医
療
セ
ン
タ
ー

の
敷
地
は
、
そ
の
溜
め
池
の
ひ
と
つ
で
あ

る
石
曳
池
に
面
し
て
お
り
、
こ
の
独
特
な

環
境
を
生
か
し
た
敷
地
内
で
の
新
築
移
転

計
画
が
実
施
さ
れ
、
昨
年
５
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。

「
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
病
院
」
と
し
て
、
南
河
内
地
域

の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
総
合
的
拠
点
病

院
を
目
指
し
て
の
出
発
と
謳
っ
て
い
る
だ

け
に
、
確
か
に
機
器
・
設
備
だ
け
で
も
納

得
さ
せ
ら
れ
る
充
実
ぶ
り
で
あ
る
。
旧
病

院
で
は
運
用
的
に
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う

最
新
鋭
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
等
、
高
度
専
門
医
療
に
必

須
の
イ
ン
フ
ラ
は
当
然
の
よ
う
に
あ
る
。

１
階
分
の
高
低
差
を
逆
手
に
と
る

池
に
面
し
た
環
境
の
積
極
活
用

　
さ
て
、
建
築
で
あ
る
。
ま
ず
外
観
だ
が
、

上
下
２
色
に
色
分
け
し
て
シ
ッ
ク
か
つ
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
外
観
は
、
決
し
て
威
圧

的
な
感
じ
を
与
え
て
い
な
い
の
が
い
い
。

　
建
物
の
全
体
構
成
は
、
同
院
の
嚆
矢
で

も
あ
る
45
床
の
結
核
病
棟
を
池
に
面
し
た

一
階
に
配
置
し
、
好
環
境
に
配
慮
し
な
が

ら
サ
ー
ビ
ス
車
両
等
の
出
入
り
口
を
設
け

て
い
る
。
な
お
、
南
北
で
約
１
階
分
の
高

配 置 図

断 面 構 成 図

1F 平面図

2F 平面図6F 平面図

5F 平面図

3F 平面図

4F 平面図

ホ
ス
ピ
タ
ル
ス
ト
リ
ー
ト

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ

（    ）137 新　医　療　2024年9月号

江
崎

2

P02F1

2024

archi_150_1.indd   137archi_150_1.indd   137 2024/08/14   6:102024/08/14   6:10



低
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
レ
ベ

ル
と
な
っ
て
い
る
２
階
を
主
入
口
・
救
急

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
お
り
、
複
雑
な
病
院

出
入
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線
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は
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を
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」
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に
配
置
し
、
好
環
境
に
配
慮
し
な
が

ら
サ
ー
ビ
ス
車
両
等
の
出
入
り
口
を
設
け

て
い
る
。
な
お
、
南
北
で
約
１
階
分
の
高

配 置 図

断 面 構 成 図

1F 平面図

2F 平面図6F 平面図

5F 平面図

3F 平面図

4F 平面図

ホ
ス
ピ
タ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
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だ
。

　
ま
た
、
救
急
玄
関
・
初
療
室
か
ら
３
階

の
手
術
・
重
症
病
室
、
５
階
感
染
症
病
室

ゾ
ー
ン
へ
の
直
通
エ
レ
ベ
ー
タ
（
以
下
Ｅ

Ｖ
）
の
他
、
計
４
台
の
業
務
用
Ｅ
Ｖ
と
、

見
舞
客
な
ど
の
た
め
の
乗
用
Ｅ
Ｖ
が
南
の

２
病
棟
と
北
の
２
病
棟
で
２
台
ず
つ
配
置

さ
れ
て
い
る
。
４
台
の
業
務
用
Ｅ
Ｖ
は
１

～
５
階
ま
で
廊
下
で
直
結
し
て
い
る
が
、

病
棟
と
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
一
体
化
を
優
先

し
て
、
乗
用
に
つ
い
て
は
南
北
の
バ
ン
ク

で
は
直
結
さ
せ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

２
階
外
来
階
で
北
・
南
病
棟
用
と
明
示
し

て
間
違
い
な
い
よ
う
に
案
内
を
し
て
い
る
。

働
く
環
境
へ
の
十
分
な
配
慮
と

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
の
病
棟

　
病
棟
の
特
長
を
付
け
加
え
る
。
Ｙ
字
型

を
４
つ
組
み
合
わ
せ
た
放
射
状
に
な
っ
て

い
る
が
、
Ｙ
の
縦
棒
の
中
央
に
ス
タ
ッ
フ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
Ｓ
Ｓ
）
が
配
置
さ

れ
る
。
左
右
の
病
室
及
び
廊
下
は
見
通
し

も
良
く
、
見
守
り
体
制
は
十
分
で
あ
る
と

見
た
。
Ｓ
Ｓ
は
４
病
棟
が
集
ま
る
中
央
コ

ア
を
共
有
し
て
い
る
が
、そ
の
中
心
を
“
ス

タ
ッ
フ
コ
モ
ン
ズ
”
と
い
う
ス
ペ
ー
ス
に

し
て
お
り
、
文
字
ど
お
り
ス
タ
ッ
フ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
休
憩
の
場
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
も
面
白
い
工
夫
だ
。

　
な
お
、
本
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
緊
急
事

態
宣
言
期
間
と
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
万

全
の
感
染
症
対
策
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応

強
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ

と
だ
ろ
う
。
即
ち
、
１
階
結
核
病
棟
の
病

室
入
口
は
エ
ア
タ
イ
ト
引
き
戸
と
し
、
病

室
内
の
陰
圧
２・５
Pa
を
確
保
。
さ
ら
に
、

第
２
種
感
染
症
病
床
を
５
階
病
棟
の
南
東

に
６
床
配
置
し
、
２
階
（
接
地
レ
ベ
ル
）

救
急
入
口
か
ら
は
前
出
の
と
お
り
手
術
部

門
、
感
染
症
病
床
に
直
結
す
る
専
用
Ｅ
Ｖ

の
設
置
に
よ
っ
て
、
一
般
患
者
と
は
動
線

を
完
全
分
離
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
が
進
む
中
、
設
計
と

は
関
わ
り
な
く
細
や
か
な
工
夫
が
随
所
に

加
え
ら
れ
た
と
い
う
。
１
例
を
挙
げ
る
と
、

５
階
の
北
東
・
南
東
病
棟
の
Ｓ
Ｓ
で
は
カ

ウ
ン
タ
ー
部
分
を
取
り
外
し
式
パ
ネ
ル
で

区
切
り
ク
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
を
形
成
で
き
る

よ
う
に
し
た
と
い
う
。
こ
れ
も
設
計
・
施

工
会
社
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
斯
様
な
配
慮
は
病
院
建
築
へ
の
造
詣

が
成
す
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

※

　
本
事
業
は
基
本
設
計
後
、
設
計
施
工
一

括
発
注
と
い
う
形
の
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方

式
を
採
用
し
て
い
る
が
、
よ
く
あ
る
減
額

の
た
め
に
基
本
設
計
を
大
き
く
変
え
る
こ

と
は
禁
止
と
さ
れ
、
基
本
設
計
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
曲
げ
な
い
と
い
う
条
件
付
き
の
事

業
で
あ
っ
た
。
例
外
的
に
変
え
た
の
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
防
止
対
策
を
基
本
設
計

段
階
よ
り
増
強
し
た
こ
と
と
、
一
部
設
備

機
械
機
能
を
１
階
か
ら
６
階
に
移
し
て

ル
ー
ト
短
縮
を
図
っ
た
程
度
だ
と
い
う
。

　
も
と
よ
り
結
核
を
中
心
に
し
た
感
染
症

対
策
に
重
き
を
お
い
て
い
る
設
計
が
、
功

を
奏
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
開
院
し
て
72
年
を
迎
え
た
今
、
コ
ロ
ナ

禍
が
更
に
同
院
の
特
長
を
骨
太
に
し
た
と

言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

所  在  地：大阪府羽曳野市はびきの３丁目７番地１号
病  床  数：全405 床

［建築概要］
敷 地 面 積：69,368.78 ㎡
建 築 面 積：8,601.4 ㎡
延 床 面 積：34,199.7 ㎡
構 造 規 模：S造一部RC造　地上6階、塔屋1階（基礎免震構造）
最 高 高 さ：32.59ｍ
設 計 期 間：2018年 9月～2021年1月
工 事 期 間：2021年 2月～2022年12月
基 本 設 計：山下設計
実 施 設 計：竹中工務店
工 事 監 理：山下設計
施 　 　 工：竹中工務店

地方独立行政法人大阪府立病院機構  大阪はびきの医療センター

地方独立行政法人大阪府立病院機構　大阪はびきの医療センター　　病院建築最前線

４階４床室。眺望は極めてよく、床の木目調を含め明るい雰囲気を醸し出している

急遽、５階の北東、南東病棟SSに設置したアクリル板でCOVID-19 対策を講じる

スタッフのコミュニケーション、リラックスの場である「スタッフコモンズ」

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ

（    ）138新　医　療　2024年9月号

江
崎

1

P02F1

2024

archi_150_1.indd   138archi_150_1.indd   138 2024/08/07   16:432024/08/07   16:43


	月刊新医療9月号_135
	月刊新医療9月号_136
	月刊新医療9月号_137
	月刊新医療9月号_138

